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　あけましておめでとうございます。市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えのことと心よりお　あけましておめでとうございます。市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えのことと心よりお
慶び申し上げます。慶び申し上げます。
　昨年、瀬戸内市は、市制施行 20 周年を迎えました。これを記念して市民の皆さまが瀬戸内市に　昨年、瀬戸内市は、市制施行 20 周年を迎えました。これを記念して市民の皆さまが瀬戸内市に
誇りを持ち、活力あるまちをつくっていくことを目的に、11 月 1 日を「瀬戸内市民の日」として誇りを持ち、活力あるまちをつくっていくことを目的に、11 月 1 日を「瀬戸内市民の日」として
制定しました。市制施行 10 周年以降、「100 年先へ、人の輪がつながるまち」を目指して、新病制定しました。市制施行 10 周年以降、「100 年先へ、人の輪がつながるまち」を目指して、新病
院の建設による地域医療の充実、市民図書館の整備による市民の学習の場の提供、錦海塩田跡地へ院の建設による地域医療の充実、市民図書館の整備による市民の学習の場の提供、錦海塩田跡地へ
のメガソーラーの誘致や新電力会社設立などによる脱炭素社会の実現、高校生までの医療費の無償のメガソーラーの誘致や新電力会社設立などによる脱炭素社会の実現、高校生までの医療費の無償
化や育児用品購入チケットの交付など新たな子育て支援策の充実、公共交通の整備などに取り組ん化や育児用品購入チケットの交付など新たな子育て支援策の充実、公共交通の整備などに取り組ん
でまいりました。また、クラウドファンディングによる日本刀「太刀 無銘 一文字（山鳥毛）」のでまいりました。また、クラウドファンディングによる日本刀「太刀 無銘 一文字（山鳥毛）」の
購入や企業の誘致など、地域の活力、市の魅力・価値の向上につながる取り組みを行ってまいりま購入や企業の誘致など、地域の活力、市の魅力・価値の向上につながる取り組みを行ってまいりま
した。した。
　一方で近年、人口減少や新たな感染症、激甚化・頻発化する自然災害への対応や、労働環境の質　一方で近年、人口減少や新たな感染症、激甚化・頻発化する自然災害への対応や、労働環境の質
の向上や多様な人材の確保を目指した働き方改革など、新たな課題も出てきております。の向上や多様な人材の確保を目指した働き方改革など、新たな課題も出てきております。
　このため、50 年先を見据えた「土地利用計画」、多様な人材が活躍できる職場環境やワークライ　このため、50 年先を見据えた「土地利用計画」、多様な人材が活躍できる職場環境やワークライ
フバランスの推進による「ダイバーシティ社会の実現」、DX の推進による「デジタル社会の実現」、フバランスの推進による「ダイバーシティ社会の実現」、DX の推進による「デジタル社会の実現」、
自助・共助・公助による「災害に強いまちづくり」など地域課題の解決に向けたさらなる取り組み自助・共助・公助による「災害に強いまちづくり」など地域課題の解決に向けたさらなる取り組み
が求められています。が求められています。
　今後も市民の皆さまとの対話を深めながら『瀬戸内市に住みたい、住み続けたい』と思っていた　今後も市民の皆さまとの対話を深めながら『瀬戸内市に住みたい、住み続けたい』と思っていた
だだけるまちづくりを推進していきますので、皆さまの一層のご理解、ご協力をよろしくお願いいたけるまちづくりを推進していきますので、皆さまの一層のご理解、ご協力をよろしくお願いいた
します。します。
　結びに、皆さまにとりまして本年が明るく希望に満ちた一年となりますよう祈念し、新年のご挨　結びに、皆さまにとりまして本年が明るく希望に満ちた一年となりますよう祈念し、新年のご挨
拶といたします。拶といたします。

問
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令和６年分令和６年分確定申告確定申告

※
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
は
市
の
申
告
会
場

　
に
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
金
額
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
12
月
31
日
ま
で
に
支
払
っ
た

国
民
健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
国
民

年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
や
市
県

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差
し

引
か
れ
た
場
合
は
、
直
接
差
し
引

か
れ
た
年
金
受
給
者
本
人
の
控
除

と
な
り
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で

支
払
っ
た
場
合
は
、
実
際
に
支

払
い
を
し
た
人
の
控
除
と
な
り
ま

す
。
領
収
書
や
通
知
、
通
帳
で
確

認
し
、
申
告
書
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、市
に
納
付
し
た
保
険
税
、

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
申
告
書
に

領
収
書
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
１
年
間
の
支
払
額
を

知
り
た
い
人
は
、
本
人
確
認
の
で

き
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
な
ど
）
を
持
参
の
上
、
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人
は

早
め
に
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

　
所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
相

談
が
、令
和
7
年
２
月
17
日
（
月
）

か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
行
わ

れ
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は
、

早
め
に
書
類
な
ど
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
申
告
相
談
会
場
の
開
設
は
、
申

告
相
談
の
期
間
中
の
み
と
な
り
ま

す
が
、
所
得
税
の
還
付
に
関
す

る
申
告
書
は
１
月
か
ら
税
務
署
に

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
で
提
出
で
き

ま
す
。

申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

　
青
色
申
告
、
消
費
税
申
告
、
過

年
分
の
申
告
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
株
式
、
土
地
な
ど
の
譲

渡
所
得
、
本
人
死
亡
の
場
合
の
申

告
相
談
は
、
市
が
開
設
す
る
申
告

相
談
で
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
が
開
設
す
る
会
場
の
開
催
日

　
程
は
、
広
報
せ
と
う
ち
２
月
号

　
に
掲
載
し
ま
す
。

国税庁 LINE
公式アカウント

　・所得税の確定申告について　　西大寺税務署　☎０８６ - ９４２ - ３８１５
　・市県民税の申告について　　　税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４

問
問

　

▽ 開設期間　令和７年２月 17 日（月）～３月 17 日（月）※土日祝は除く

▽ 相談時間　午前９時～午後５時（受付は午前８時 30 分から午後４時まで）

▽ 会　　場　西大寺税務署（岡山市東区西大寺中２ｰ 24 ｰ 13）
※来場の際は、公共交通機関をご利用ください。
■上記の開設期間では、ママカリフォーラム（岡山市北区駅元町 14-1）でも
　相談できます。
※相談にはママカリフォーラム用の入場整理券が必要です。
■確定申告会場では、原則としてご自身のスマートフォンを利用して確定申告書
　などを作成するため、マイナンバーカードをお持ちの人は次のパスワードと
　ともに持参してください。
　①「利用者証明用電子証明書」（数字４桁）
　②「署名用電子証明書」（英数字６文字以上 16 字以下）
■申告会場への入場には「入場整理券」が必要です。
　入場整理券は、当日配付または LINE アプリによる
　オンライン事前発行で取得できます。
※オンライン事前発行は、来場希望日の 10 日前から申し込み可能です。
※入場整理券（当日配付分）の配付状況に応じて、後日の来場をお願いする場
　合があります。

【西大寺税務署からのお知らせ】

確定申告会場のご案内確定申告会場のご案内

国税庁 LINE 公式
アカウント

年頭挨拶年頭挨拶

100 年先へ、100 年先へ、

人の輪がつながるまちを目指して人の輪がつながるまちを目指して

瀬戸内市長　

　　　武久　顕也

　確定申告は

マイナポータル連携で
控除証明書などのデータが
自動入力できます！
※利用には事前準備が必要です。

「確定申告書等作成コーナー」では
金額などを入力すると
自動計算で申告書が完成！

マイナポータル連携の
詳細はこちらから

申告書作成コーナーは
こちらから

マイナンバーカードで
e-Tax

作成コーナー
便利な e-Tax をぜひ
ご利用ください

※令和６年分の確定申告書等作
　成コーナーは令和７年１月上
　旬に公開予定です。



　
ま
た
、中
学
生・高
校
生
と
「
未

来
を
つ
く
る
私
た
ち
の
想
い
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
地
域
に
対
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
想
い
や
将
来
に
向
け
た
決

意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
20
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
一

緒
に
祝
っ
て
い
た
だ
い
た
す
べ
て

の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
し
、
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
添
え
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
次
代
を
担
う

世
代
が
「
瀬
戸
内
市
で
暮
ら
し
た

い
、
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
11
月
２
日
、
市
制
施
行
20
周
年

を
記
念
し
て
、
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

で
瀬
戸
内
市
誕
生
20
周
年
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
国
会
議
員
、
県
議

会
議
員
、
県
内
の
市
長
、
議
長
を

は
じ
め
、
友
好
交
流
都
市
で
あ
る

大
韓
民
国
密ミ
リ
ャ
ン陽
市
長
や
姉
妹
都

市
で
あ
る
対
馬
市
長
、
瀬
戸
内
市

の
発
展
に
尽
力
い
た
だ
い
た
人
な

ど
市
内
外
か
ら
約
４
０
０
人
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
令
和
６
年
度
の
市
政

の
各
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た
人
、

善
行
の
あ
っ
た
人
の
表
彰
や
、
記

念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、「
市

民
の
想
い
が
瀬
戸
内
市
を
動
か
し

て
い
く
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
た
記
念
映
像
の
上
映
、

合
唱
団
の
歌
と
せ
と
う
ち
Ｐ
Ｒ
大

使
・
馬
場
桜お
う
す
け佑
さ
ん
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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令
和
６
年
11
月
市
議
会
定
例
会
が
11
月
26
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

市  

長  

か  

ら

  

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応

　
11
月
14
日
に
、
長
船
町
土
師
の

第
２
宮
下
産
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
を
進
め
て
い
た
ア
イ
リ
ス
オ
ー

ヤ
マ
株
式
会
社
と
、
正
式
に
立
地

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
当
地
に
お
い
て
令
和

８
年
に
物
流
倉
庫
を
稼
働
さ
せ
、

令
和
11
年
に
は
パ
ッ
ク
ご
飯
の
製

造
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
今

後
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
特
に
雇
用
の
創
出
や
物
資

  

す
く
す
く
チ
ャ
イ
ル
ド
サ
ポ
ー
ト
事
業

  

助
成
対
象
用
品
の
拡
充

　
10
月
31
日
に
、
令
和
５
年
度
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等

生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
に
関
す
る

調
査
結
果
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。
国

公
立
、
私
立
の
小
・
中
学
校
の
不

登
校
児
童
生
徒
数
、
学
校
内
外
で

相
談
を
受
け
て
い
な
い
児
童
生
徒

数
、
30
日
以
上
欠
席
し
て
い
る
児

童
生
徒
数
は
過
去
最
多
を
更
新
し

ま
し
た
。

　
11
月
17
日
に
、
長
船
中
学
校
を

会
場
と
し
て
、
水
害
を
想
定
し
た

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
実
際
の
避
難
手
順
や
安
全

確
保
の
た
め
の
行
動
を
確
認
し
、

万
一
の
事
態
が
起
き
た
場
合
で
も

冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
地
域

  

総
合
防
災
訓
練
の
実
施

住
民
の
避
難
訓
練
、
消
防
本
部
、

消
防
団
な
ど
に
よ
る
避
難
誘
導
や

救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
、
国
府
小
学
校
区

の
皆
さ
ん
が
作
成
し
た
避
難
所
図

面
を
使
っ
て
避
難
所
運
営
訓
練
を

行
い
、
住
民
主
体
の
避
難
所
運
営

を
円
滑
か
つ
適
切
に
実
施
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
と
知

識
の
習
得
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
避
難
所
の
レ

イ
ア
ウ
ト
の
仕
方
や
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
よ
く
理
解

で
き
、
備
蓄
品
の
準
備
な
ど
自
助

の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
自
治
会
ま

た
は
学
校
区
な
ど
を
単
位
と
し
た

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る

防
災
訓
練
な
ど
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
市
民
一
人
一
人
の
防
災
意
識

が
高
め
ら
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き

ま
す
。

  

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
株
式
会
社
と
の

  

立
地
協
定
お
よ
び
包
括
連
携
協
定

  

の
締
結

　
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
お
よ
び
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
の
支
援
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
、
す
く
す
く
チ
ャ
イ
ル
ド
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、
11
月
１

日
か
ら
こ
れ
ま
で
の
助
成
対
象
９

品
目
に
加
え
、離
乳
食
関
連
用
品
、

歯
磨
き
関
連
用
品
な
ど
19
品
目
を

助
成
対
象
に
追
加
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
当
事
業
を
は
じ
め
と

し
た
子
育
て
施
策
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

  

ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
、
ご

み
処
理
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
年
度

１
回
目
と
な
る
瀬
戸
内
市
循
環
型

社
会
づ
く
り
等
推
進
検
討
委
員
会

を
10
月
１
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方

で
、
ご
み
処
理
施
設
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
や
燃
料
費
の
高
騰
な

ど
、
ご
み
処
理
に
係
る
費
用
が
増

加
傾
向
に
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
た

上
で
、
ご
み
減
量
を
更
に
推
進
す

る
た
め
の
施
策
な
ど
を
、
来
年
度

に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

　
法
改
正
に
よ
り
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

使
用
製
品
廃
棄
物
の
分
別
収
集
が

自
治
体
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
既
に
分
別
収
集
し
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に

加
え
て
、
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
使
用
製
品
を
一
括
回
収
す
る
た

め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
来
年
度

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
分
別
・
資
源
化
で
き
る
品
目
を

更
に
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、「
ご

み
減
量
30
％
」
の
目
標
達
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

の
地
元
調
達
な
ど
連
携
・
協
力
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
と
相
互
の
資
源
を

活
用
し
た
連
携
を
図
り
、
地
域
社

会
の
発
展
や
課
題
解
決
、
人
材
の

育
成
に
寄
与
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
日
、
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
社
の
持
つ
見
識
を
産

業
振
興
の
分
野
だ
け
で
な
く
、
防

災
・
減
災
に
関
す
る
こ
と
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ

と
な
ど
で
取
り
入
れ
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
ま
す
。

　
市
の
状
況
は
、
小
学
校
で
は
過

去
最
多
、
中
学
校
で
は
微
増
と
い

う
結
果
で
し
た
。

　
市
で
は
、
令
和
４
年
度
の
調
査

結
果
と
と
も
に
出
さ
れ
た
緊
急
対

策
を
受
け
、「
不
登
校
の
児
童
生

徒
全
て
の
学
び
の
場
の
確
保
」
や

「
心
の
小
さ
な
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
早
期
発

見
」
に
つ
い
て
、
対
策
を
講
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
の

ぞ
み
教
室
で
心
の
休
養
と
安
心
し

て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
を
進

め
、
社
会
的
自
立
を
目
指
し
て
教

育
相
談
室
で
電
話
や
来
所
、
家
庭

訪
問
な
ど
に
よ
る
相
談
活
動
や
個

別
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
年
度
の
不
登
校
児

童
生
徒
の
出
現
率
は
、
昨
年
度
と

比
較
し
て
小
・
中
学
校
と
も
に
微

増
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
学

校
と
関
係
機
関
な
ど
が
積
極
的
に

連
携
し
、
組
織
的
な
対
応
を
行
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
が
不
登
校

に
な
っ
た
と
き
、
将
来
の
瀬
戸
内

市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
社
会
的

に
自
立
で
き
る
よ
う
、
保
護
者
も

含
め
て
支
え
る
体
制
づ
く
り
に
真

摯
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
度
、
協
働
提
案
事
業
と
し

て
「
瀬
戸
内
市
立
図
書
館
友
の
会

せ
と
う
ち
・
も
み
わ
フ
レ
ン
ズ
」

と「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
劇
場・

お
か
や
ま
」の
２
団
体
と
協
力
し
、

図
書
館
の
実
利
用
率
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
10
月
に
は
、
図
書
館
の
開
館
時

間
を
延
長
し
、
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ

方
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
や
、
落
語
家

を
招
い
た
、
大
人
と
子
ど
も
が
一

緒
に
楽
し
め
る
落
語
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
、

新
た
に
作
成
し
た
図
書
館
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
イ
ベ
ン
ト

に
関
連
す
る
資
料
の
展
示
や
紹
介

を
行
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
図
書

館
を
利
用
し
て
い
な
か
っ
た
人
に

も
図
書
館
の
魅
力
を
伝
え
、
多
様

な
学
び
の
場
と
し
て
認
識
し
て
も

ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
層
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
魅
力
的
な
図

書
館
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

  
図
書
館
の

  
実
利
用
率
向
上
に
向
け
て
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償
却
資
産
の
申
告
を

  

お
忘
れ
な
く
！

　

瀬
戸
内
市
内
に
事
業
用
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
当
該

償
却
資
産
の
申
告
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
場
合
は
申
告
書
な
ど

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

申
告
書
な
ど
は
税
務
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
あ
り
ま
す
。

【
申
告
が
必
要
な
人
】

　
事
業
を
行
っ
て
い
る
個
人
や
法

人
（
工
場
や
商
店
な
ど
を
営
ん
で

い
る
人
、
駐
車
場
や
ア
パ
ー
ト
を

貸
し
付
け
て
い
る
人
、
農
業
者
、

漁
業
者
な
ど
）
の
う
ち
、
令
和
７

年
１
月
１
日
現
在
、
事
業
用
の
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

【
申
告
す
べ
き
資
産
】

　
令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
瀬
戸
内
市
内
に
所
在
す
る

事
業
用
償
却
資
産
（
自
己
が
使
用

し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
、
他
人
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
）

が
申
告
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
大
型
特
殊
自
動
車
以

外
の
自
動
車
な
ど
で
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る

も
の
や
無
形
固
定
資
産
（
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
、漁
業
権
、特
許
権
な
ど
）、

繰
延
資
産
（
創
立
費
、
開
発
費
な

ど
）
や
少
額
資
産
は
申
告
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

【
太
陽
光
発
電
設
備
】

　
個
人
が
自
宅
に
設
置
し
た
太
陽

光
発
電
設
備
は
発
電
容
量
が
10
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
場
合
、
申
告
す

べ
き
資
産
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
提
出
期
限

　
１
月
31
日
（
金
）　

　　
　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

  

令
和
７
年
度
人
間
ド
ッ
ク
の

  

ご
案
内

　
瀬
戸
内
市
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、
保
健

事
業
の
一
環
と
し
て
瀬
戸
内
市
民

病
院
に
て
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
詳
細
や
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
広
報
せ
と
う
ち

２
月
号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
７
年
度
の
後
期
人

間
ド
ッ
ク
は
、
健
診
内
容
が
変
更

に
な
る
予
定
で
す
。

▽
対
象
者

①
35
歳
以
上
の
瀬
戸
内
市
国
民
健

　
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

　
し
て
い
る
人

※
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
完

　
納
世
帯
の
人
、
後
期
高
齢
者
医

　
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人

　
に
限
り
ま
す
。

　

・
人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み

　

国
保
年
金
医
療
給
付
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
９
６

　

・
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
内
容
　

　
瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

問

市ホームページ

  

燃
や
す
ご
み
の
減
量
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
内
の
家
庭
か
ら
１
日
に
出
る

燃
や
す
ご
み
の
平
均
量
は
、
１
人

当
た
り
約
５
０
０
グ
ラ
ム
で
す
。

こ
れ
は
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約
１
本
分
の
重
さ

で
す
。

　
燃
や
す
ご
み
を
減
ら
す
と
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
い
く

ご
み
袋
が
軽
く
な
り
、
持
ち
運
び

の
負
担
も
減
り
、
ご
み
焼
却
施
設

へ
の
運
搬
費
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
燃
や
す
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
生
ご
み
の
水
切
り
や
生
ご
み

処
理
機
の
活
用
、
古
紙
や
そ
の

他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な

ど
の
資
源
ご
み
の
正
し
い
分
別
な

ど
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
協
力
が

大
切
で
す
。

　
地
球
環
境
へ
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
も
、
燃
や
す
ご
み
30
％
減
量

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

問

  
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

  
申
請
・
交
付
休
日
窓
口
を
開
設

  
し
ま
す
！
（
予
約
制
）

▽
取
扱
内
容

　
申
請
・
交
付
（
カ
ー
ド
の
受
け  

取
り
）

▽
日
時

　
１
月
12
日
、
２
月
９
日
、
３
月

９
日
（
す
べ
て
日
曜
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　
市
民
課

▽
持
参
す
る
も
の

【
申
請
す
る
と
き
】

　
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

書
類
、
交
付
申
請
書
ま
た
は
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

※
瀬
戸
内
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

　
人
が
対
象
で
す
。

【
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
と
き
】

　
郵
送
さ
れ
た
交
付
通
知
書
兼
照

会
書
（
は
が
き
）
に
記
載
し
て
い

る
必
要
書
類

※
申
請
・
交
付
と
も
に
予
約
制
で
す
。

※
休
日
窓
口
の
前
開
庁
日
午
後
５

　
時
ま
で
に
予
約
が
な
い
場
合
、

　
休
日
窓
口
の
開
設
は
行
い
ま
せ

　
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

　
　
市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
５

問

書
道
家　

大
原
桂け

い
な
ん南

瀬
戸
内
発
見
伝

巻
之
百
五
十
六

を
訴
え
ま
す
。
こ
の
時
、
筆
の
産

地
で
あ
る
広
島
県
熊
野
町
か
ら
の

陳
情
も
後
押
し
し
、
廃
止
論
は
や

が
て
消
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
正
11
（
１
９
２
２
）

年
に
は
黄
微
書
道
会
（
現
在
の
岡

山
県
書
道
協
会
）
を
創
設
し
、
初

代
の
会
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る

書
道
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
28

（
１
９
５
３
）
年
に
邑
久
町
文
化

功
労
賞
、
昭
和
30
（
１
９
５
５
）

年
に
岡
山
県
文
化
賞
、
昭
和
36

（
１
９
６
１
）
年
に
山
陽
新
聞
社

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

書
の
特
徴

　

桂
南
の
書
の
中
に
は
、
破は
た
い
が
き

体
書

を
用
い
た
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

書
道
家　

大
原
桂
南

　
山
陽
新
聞
の
題
字
を
揮き
ご
う毫
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
書
道
家
、

大
原
桂
南
（
大
原
専
次
郎
）
は
、

明
治
13
（
１
８
８
０
）
年
に
邑
久

町
下
笠
加
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

幼
少
期
よ
り
漢
詩
に
興
味
を

持
ち
、
岡
山
県
師
範
学
校
で
は

磯い
そ
や
ま
て
ん
こ
う

山
天
香
、
加か
の
う
せ
い
な
ん

納
星
南
に
書
を
学

び
ま
し
た
。

　
師
範
学
校
を
卒
業
後
は
、
教
師

と
し
て
邑
久
高
等
小
学
校
、
岡
山

県
師
範
学
校
、
岡
山
県
女
子
師
範

学
校
、
岡
山
県
立
第
二
岡
山
高
等

女
学
校
等
に
勤
め
、
生
涯
を
書
道

教
育
の
推
進
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　
大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
に
は

毛
筆
廃
止
論
へ
の
反
対
運
動
の
た

め
上
京
し
、
井い
は
ら
う
ん
が
い

原
雲
涯
ら
と
と
も

に
学
校
教
育
で
の
毛
筆
の
必
要
性

　
破
体
書
と
は
、
草
書
や
篆て

ん
し
ょ書
、

隷れ
い
し
ょ書
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
を

一
つ
の
作
品
の
中
に
混
在
さ
せ
る

と
い
う
手
法
で
あ
り
、
個
性
が
出

せ
る
一
方
、
未
熟
な
人
が
行
う
と

た
ち
ま
ち
違
和
感
の
あ
る
作
品
に

仕
上
が
っ
て
し
ま
う
諸
刃
の
剣
で

も
あ
り
ま
す
。
桂
南
は
そ
れ
ぞ
れ

の
書
体
を
綿
密
に
研
究
し
、
熟
達

し
て
い
た
た
め
に
違
和
感
な
く
破

体
書
を
使
い
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

揮
毫
し
た
石
碑

　
優
れ
た
書
道
家
と
し
て
記
念
碑

な
ど
の
揮
毫
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も

多
か
っ
た
桂
南
で
す
が
、
揮
毫
し

た
石
碑
の
数
は
３
０
０
に
上
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
が

把
握
し
て
い
る
市
内
の
石
碑
だ
け

で
も
18
カ
所
あ
り
ま
す
。

　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）
の
南
に

位
置
す
る
石
碑
は
、
郷
土
の
教

育
者
で
あ
り
初
代
邑
久
町
長
で
も

あ
っ
た
奧
田
眞
須
二
を
顕
彰
す
る

た
め
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
碑
文
の
左
下
に
は
「
大
原
専
次

郎
書
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
奧

田
は
桂
南
と
親
交
が
深
く
、
若
い

頃
に
は
共
に
小
学
校
の
指
導
書

な
ど
の
編
集
に
あ
た
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
50
年
後
、
桂
南

の
亡
く
な
る
20
日
前
に
会
っ
た
際

に
は
、
病
の
身
で
あ
る
お
互
い
を

励
ま
し
あ
っ
た
と
い
う
話
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、邑
久
駅
近
く
に
あ
る「
与

天
親
」
と
書
か
れ
た
石
碑
は
大
原

　令和６年 10 月、市は大原桂南のご遺族から、作品や資料
合わせて約 130 点の寄贈を受けました。その中には山陽新
聞題字の下書きや、落

らっかんいん

款印なども含まれています。
　資料の一部を、令和７年３月２日（日）まで瀬戸内市民図
書館で開催中の「せとうち発見の道」企画展「山陽新聞の題
字を書いた瀬戸内市の書道家　大原桂南」で展示しています
ので、ぜひご覧ください。

作品の寄贈について
桂
南
の
没
後
に
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、「
与
天
親
」
は
「
て
ん
と
し

た
し
む
」
と
読
み
、
自
身
の
心
情

を
表
す
語
と
し
て
好
ん
で
何
度
も

書
い
た
言
葉
で
す
。

石碑「与天親」

その他の石碑の位置は、
こちらの石碑地図からご
覧いただけます▼

大原桂南石碑地図
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■夕方・夜間の交通事故防止
　・車のドライバーは早めにライトを点灯しましょう。
　・歩行者は明るめの衣服を着用し、夜光反射材・LED
　ライトを身に付けて自分の存在をアピールしましょう
　・自転車は、夜間は必ずライトを点灯しましょう。
■道路の横断者に注意！
　・横断歩道では歩行者優先がルールです。横断歩道で
　横断しようとしている人や横断中の人がいたら、必
　ず止まって進路を譲りましょう。
　・歩行者は、道路を横断するときは横断歩道を利用し、
　左右の安全をしっかり確認しましょう。斜め横断、
　車両の直前直後の横断は大変危険です。

■飲酒運転の根絶
　自転車の酒気帯び運転も罰則の適用になりました。
飲酒運転を「しない」「させない」「許さない」社会環
境づくりをみんなで推進しましょう。

　瀬戸内警察署
☎０８６９ - ３４ - ６１１０

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
家
庭
に
対
し
、

小
・
中
学
校
で
の
生
活
に
必
要
な

費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
、
年
度
初
め
の
４
月
か
ら

５
月
ま
で
に
申
請
を
受
け
付
け
、

要
件
を
満
た
し
た
保
護
者
に
は
、

各
学
期
末
に
援
助
費
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
新
入
学
者
に
つ
い

て
は
、「
新
入
学
用
品
費
」に
限
り
、

入
学
前
に
受
給
で
き
ま
す
。

▽
申
請
方
法

　
入
学
前
支
給
を
希
望
す
る
場
合

は
、
次
の
書
類
を
総
務
学
務
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
入
学
前
支
給
を
申
請
し
な

　
い
場
合
で
も
、
令
和
７
年
度
就

　
学
援
助
を
５
月
末
日
ま
で
に
申

　
請
し
、認
定
と
な
っ
た
場
合
は
、

　
入
学
後
に
同
額
を
他
の
支
給
項

　
目
と
合
わ
せ
て
支
給
し
ま
す
。

※
入
学
前
支
給
を
受
け
た
人
も
令

　
和
７
年
度
に
就
学
援
助
の
他
の

　
支
給
項
目
に
つ
い
て
受
給
を
希

　
望
す
る
場
合
は
、
改
め
て
申
請

　
が
必
要
で
す
。

  
就
学
援
助
制
度

  (
入
学
前
支
給
）

  

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化  

  

請
求
手
続
き

　
保
育
の
必
要
性
の
認
定
（
施
設

等
利
用
給
付
認
定
）
を
受
け
て
い

る
人
で
、
令
和
６
年
10
月
か
ら
12

月
ま
で
の
間
に
施
設
な
ど
を
利
用

し
た
人
は
、
償
還
払
い
（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
）
の
手
続
き
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
は
、請
求
書
に「
特

定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
提
供
証

明
書
兼
利
用
料
領
収
証
明
書
」
な

ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て
、
市
へ

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
こ
ど
も
家
庭
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
０
０
４

　
令
和
７
年
度
の
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物

品
の
製
造
・
販
売
、
役
務
の
提
供

な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
申
請
者
資
格
要
件
、
提
出
書
類

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
入
札
・
契
約
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市ホームページ

  

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

  

を
受
け
付
け
ま
す

問

      消 費 生 活消 費 生 活

安心安心ほっとほっとライフライフ

　寒い季節には欠かせない暖房器具ですが、毎年火災を
含む多くの事故が発生しています。「去年は問題がなかっ
たから、今年も使える。」― そんな思い込みは事故の元！
安全に冬を乗り切るためには、シーズン初めや日々の点
検が大切です。

【電気暖房器具の５つの点検】
①リコール対象品かどうかを確認する。
②電源コードや電源プラグが変形・破損していないか、
　コンセントがたこ足配線になっていないかを確認する。
③機器と周囲の壁や可燃物との距離が十分に確保できて
　いることを確認する。
④本体に変色や変形などの異常がないかを確認する。
⑤転倒時オフ機能が正常に作動するか確認する。

【石油暖房器具の５つの点検】
①ほこりがたまっていれば取り除く。
②耐震自動消火装置が正しく作動することを確認する。
③燃料は新しい灯油を使い、昨シーズンの灯油は使用　
　しない。
　ガソリンを灯油とは別の場所で保管するなど、誤給油
　を防ぐための対策を徹底する。
④カートリッジタンクの給油口ふたが確実に閉まってい
　ること、漏れがないことを確認する。
⑤機器と周囲の壁や可燃物との十分な距離が確保できて
　いることを確認する。
　電気暖房器具および石油暖房器具について、それぞれ
５つの点検を実施し、事故を未然に防ぎましょう。

暖房器具を使う際は５つの点検で暖房器具を使う際は５つの点検で
火災を未然に防ぎましょう。火災を未然に防ぎましょう。

　瀬戸内市消費生活センター
☎０８６９ - ２４ - ８０１１
※『消費者ホットライン ☎局番なし 188（イヤヤ !）』でもつながります。

  

産
前
産
後
期
間
の

  

国
民
健
康
保
険
税
が

  

免
除
さ
れ
ま
す

　
出
産
す
る
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得

割
額
と
均
等
割
額
が
、
産
前
産
後

期
間
の
４
カ
月
間
（
多
胎
妊
娠
の

場
合
は
６
カ
月
間
）
免
除
さ
れ
ま

す
。
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か

ら
届
出
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
制
度
で
の
出
産
と
は
、
妊

　
娠
85
日
（
４
カ
月
）
以
上
の
分

　
娩
で
、
死
産
、
流
産
（
人
工
妊

　
娠
中
絶
を
含
む
）、
早
産
の
場

　
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
者

　
令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
に
出

産
予
定
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

▽
免
除
対
象
期
間　

　

・
出
産
予
定
日
（
出
産
日
）
の
前

　
月
か
ら
４
カ
月
間

　

・
多
胎
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日

　
（
出
産
日
）
の
３
カ
月
前
か
ら

　
６
カ
月
間

▽
必
要
書
類

　
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産
予
定

日
な
ど
が
確
認
で
き
る
書
類
、
届

出
す
る
人
の
本
人
確
認
書
類

　
　
国
保
年
金
医
療
給
付
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

▽
申
請
期
限

　
１
月
31
日
（
金
）
必
着

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

③
所
得
証
明
書
（
令
和
６
年
１
月

　
１
日
現
在
、
住
民
票
が
瀬
戸
内

　
市
に
な
い
場
合
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

※
②
が
あ
る
場
合
、
③
と
④
は
不

　
要
で
す
。

※
申
請
書
、
制
度
に
つ
い
て
の
チ

　
ラ
シ
は
教
育
委
員
会
、
各
小
学

　
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
こ
ど

　
も
園
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
　
総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

▽
提
出
方
法　
原
則
郵
送

▽
受
付
期
間　
１
月
６
日
（
月
）

　
～
２
月
28
日
（
金
）
必
着

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
、 

祝

　
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午

　
後
５
時
15
分

　

契
約
管
財
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
６ 市ホームページ

問

問

問

交通事故・交通違反を防ごう！ 交通事故・交通違反を防ごう！ 安全運転の心がけ安全運転の心がけ
冬は日没が早くなり、夕方や夜間に車と歩行者の交通事故が増える傾向があります。
ドライバーはもちろん、歩行者も自転車利用者も一人一人がそれぞれの立場で「ゆずる・
とまる・まもる」を心がけて、交通事故や交通違反を防ぎましょう。

問

届

問問   

人
権
擁
護
委
員
が

  

法
務
大
臣
か
ら

  

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
人
権
擁
護
委
員
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
啓
発
活
動

や
な
や
み
ご
と
相
談
な
ど
、
人
権

擁
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
本　

登
世 

さ
ん
（
新
任
・

　
牛
窓
町
長
浜
）

　

太
田　

弘
子 
さ
ん
（
再
任
・

　
長
船
町
牛
文
）

　
日
下　
千
賀
子 

さ
ん
（
再
任
・

　
長
船
町
磯
上
）

※
任
期
は
令
和
７
年
１
月
１
日
～

　
令
和
９
年
12
月
31
日

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

問
申

  

児
童
手
当
制
度
改
正
後
の

  

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
令
和
６
年
10
月
分
の
手
当
（
令

和
６
年
12
月
支
給
分
）
か
ら
児
童

手
当
の
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
後
の
手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
申
請
が
必
要
な
人
は
、
令
和

７
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
期
限
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し

た
場
合
は
、
令
和
６
年
10
月
分
か

ら
改
正
後
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　
児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
関
す

る
最
新
の
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

こ
ど
も
家
庭
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
０
０
６

問

市ホームページ
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【将来の大きな支えに】
　国民年金は 20 歳以上 60 歳未満の人が加入する制
度です。国が責任をもって運営するため、年金の給付
は生涯にわたって保障されます。

【老後のためだけのものではありません】
　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障
害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け
取れます。遺族年金は、加入者が死亡した場合、その
加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある
配偶者」や「子」など）が受け取れます。
　原則として、保険料を納めなければ年金を受け取れ
ません。しかし、所得が低く保険料を納めることが困
難な人には以下の制度があります。
■学生の場合
　前年所得が基準以下の学生を対象とした、国民年金
保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があ
ります。

■学生ではない場合
　前年所得が基準以下の人には、国民年金保険料の納
付が免除及び猶予される「免除・納付猶予制度」があ
ります。
※学生納付特例や免除・納付猶予を受けた期間がある
　と、保険料を全額納付したときと比べて、受け取る
　年金額が少なくなります。将来受け取る年金額を増
　やすために、10 年以内であれば、これらの期間の
　保険料をさかのぼって納めること（追納）ができま
　す。ただし、学生納付特例などを受けた期間の翌年
　度から起算して、３年度目以降に追納する場合、当
　時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。
※納付や申請のない人には、訪問や電話を行っていま
　す。不要な人は岡山東年金事務所までご連絡ください。

　国保年金医療給付課☎０８６９ - ２２- １７９０
　岡山東年金事務所☎０８６ - ２７０ - ７９２５
　（自動音声案内 ２→２）

ねん きん のお はな し♪ ２０歳になったら国民年金２０歳になったら国民年金

問

　
市
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大

寺
で
は
、
次
の
と
お
り
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
外
の
企

業
約
12
社
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　
参
加
希
望
の
人
は
、「
ジ
ョ
ブ

ス
ポ
ッ
ト
せ
と
う
ち
」ま
た
は「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺
」
へ
事
前
に

参
加
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
日
は
「
ゆ
め
ワ
ー
ク

せ
と
う
ち
無
料
職
業
紹
介
所
」（
い

き
い
き
長
寿
課
）に
よ
る「
相
談・

情
報
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
１
月
24
日
（
金
）

　
午
後
２
～
４
時

▽
参
加
費　

無
料

▽
場
所　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

募　
　

集

  

ジ
ョ
ブ
ス
ポ 

ッ
ト
せ
と
う
ち

  

就
職
面
接
会 

　
瀬
戸
内
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
で
は
、
獣
害
対
策
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
鳥
獣
の
生
態
や

総
合
的
な
対
策
方
法
に
つ
い
て
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
の
人
や
獣
害
で
困
っ
て

い
る
人
、
防
護
柵
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
人
な
ど
、
興
味
の
あ
る

人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
１
月
31
日(

金)

　
午
後
２
時
～

▽
場
所  

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
定
員　
４
０
０
人

▽
講
師　

株
式
会
社
野
生
鳥
獣
対

　
策
連
携
セ
ン
タ
ー　
阿
部
豪
氏

▽
申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、
電

　
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
瀬
戸
内
市
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
事
務
局（
産
業
振
興
課
内
）

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
２
２
１

Fax
０
８
６
９-

２
２-

３
９
６
５

  

獣
害
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を

  

開
催
し
ま
す

　
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ
り
、

左
記
の
家
畜
（
愛
玩
用
含
む
）
な

ど
を
飼
養
し
て
い
る
人
は
、
１
頭

（
１
羽
）
か
ら
毎
年
２
月
１
日
時

点
の
飼
養
状
況
な
ど
の
報
告
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
報
告
し
て
い
る
人

は
、
岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら

書
類
が
届
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
新
規
で

報
告
す
る
人
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
提
出
様
式
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
報
告
が
必
要
な
動
物
】

　

・
牛
、
豚
、
鶏
、
馬

　

・
愛
玩
動
物
（
め
ん
羊
、
山
羊
、

　
水
牛
、鹿
、ミ
ニ
豚
、イ
ノ
シ
シ
、

　
ア
ヒ
ル
、ア
イ
ガ
モ
、う
ず
ら
、

　
キ
ジ
、ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、七
面
鳥
、

　
ダ
チ
ョ
ウ
（
エ
ミ
ュ
ー
））

　

岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
０
８
６-

７
２
４-

３
８
８
０

  

家
畜
な
ど
を

  

飼
養
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ県ホームページ

　
養
蜂
振
興
法
第
３
条
の
規
定
に

よ
り
、
養
蜂
業
者
だ
け
で
な
く
、

趣
味
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い

る
人
に
も
「
養
蜂
飼
育
届
」
の
提

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
届
出
の
除
外
規
定
も
定

め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
詳
し
く
は

県
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
対
象
者

　
原
則
、
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る

全
て
の
人

▽
届
出
事
項

　
届
出
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
飼
育
場
所
、
飼
育
予
定
蜂

群
数
な
ど

▽
届
出
期
間

　
１
月
６
日
（
月
）
～
31
日
（
金
）

　
　

岡
山
県
備
前
県
民
局
農
林
水

産
事
業
部
農
畜
産
物
生
産
課

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
２
８

問

県ホームページ

　
在
学
中
の
生
徒
や
そ
の
家
族
、

就
労
の
意
思
が
あ
る
障
が
い
の
あ

る
人
、
企
業
・
教
育
・
福
祉
・
行

政
機
関
な
ど
の
支
援
者
を
対
象
と

し
て
障
が
い
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
一
般
企
業
で
の
障
害
者

雇
用
が
テ
ー
マ
で
す
。
実
際
に
企

業
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
障
害
に

合
わ
せ
た
配
慮
や
支
援
機
関
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
お
話
を
聞

い
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。
定
員
に

　
な
り
次
第
、
申
し
込
み
を
締
め

　
切
り
ま
す
。

▽
日
時　
１
月
25
日
（
土
）　

　
午
後
２
～
４
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
内
容

①
障
害
者
雇
用
を
考
え
る
～
企
業

　
の
求
め
る
ス
キ
ル
と
支
援
機
関

　
の
サ
ポ
ー
ト
～

　

・
企
業
・
支
援
機
関
の
実
践
発
表

　

・
企
業
・
支
援
機
関
職
員
に
よ
る

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

②
就
労
継
続
支
援
事
業
所
な
ど
に

　
よ
る
授
産
品
販
売

  

障
が
い
者

  

ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
開
催

▽
定
員　
50
人

▽
申
込
期
限　

１
月
17
日
（
金
）

　
瀬
戸
内
市
地
域
自
立
支
援
協
議

会
事
務
局
（
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ス
マ
イ
ル
）

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

Fax
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
１

問

  

ミ
ツ
バ
チ
を

  

飼
育
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

問

問

問
申

届

mail：
sangyou@city.
setouchi.lg.jp

市ホームページ

  

せ
と
う
ち
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

  

開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
に
関
す
る
講
座

「
せ
と
う
ち
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人

は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
ヒ

ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
あ
り
）。

【
第
３
回
】

▽
日
時　

１
月
25
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
演
題　
「
信
念
の
人　
ガ
ラ
シ
ャ
」

▽
講
師　
瀬
戸
内
市
教
育
委
員
会

　
総
務
学
務
課　
片
岡
学
参
事

▽
定
員　
50
人

　
　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
室　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２ 申込フォーム

問
申

講師：片岡学氏

イラスト協力
はっしぃ

ミニ手話コーナーミニ手話コーナー

今月の手話が動画で
見られます

二次元コードを
読み込んでみよう！

ミミニニ手手話話ココーーナナーー
≪≪手手話話でで【【冬冬】】をを表表現現ししててみみよようう‼‼≫≫ イラスト協力

①両手人差し指を左
右からスッと引き寄
せて上下に置き
正月
②両手をパンパンと
２回たたき合わせま
す 拝む

①数詞の２０をあご
の下から出し 二十歳

②両手の指を広げて、
気持ち指を曲げて立て、
両手を左右から体の真
ん中に近づけます
集まる・つどい

両手の親指と人
差し指をくっつ
けて輪を作り、
雪が舞っている
ように上からユ
ラユラと揺らし
ながら下へおろ
します

初 詣 二十歳のつどい 雪

この辺りに
コード

二次元コードを

読み込んでみよう

今月の手話が

動画で見られます

ミミニニ手手話話ココーーナナーー
≪≪手手話話でで【【冬冬】】をを表表現現ししててみみよようう‼‼≫≫ イラスト協力

①両手人差し指を左
右からスッと引き寄
せて上下に置き
正月
②両手をパンパンと
２回たたき合わせま
す 拝む

①数詞の２０をあご
の下から出し 二十歳

②両手の指を広げて、
気持ち指を曲げて立て、
両手を左右から体の真
ん中に近づけます
集まる・つどい

両手の親指と人
差し指をくっつ
けて輪を作り、
雪が舞っている
ように上からユ
ラユラと揺らし
ながら下へおろ
します

初 詣 二十歳のつどい 雪

この辺りに
コード

二次元コードを

読み込んでみよう

今月の手話が

動画で見られます

問

  
２
０
２
５
年
農
林
業

  
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力

  
く
だ
さ
い

　
農
林
水
産
省
で
は
、
令
和
７
年

２
月
１
日
現
在
で
「
２
０
２
５
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
農

林
業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査

で
す
。

　
令
和
７
年
１
月
中
旬
か
ら
農
林

業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状

況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に

は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

問



　　　　知っ得！せとうち便知っ得！せとうち便　　　　１2025 年 　 　月の予定
問い合わせ・予約先など問い合わせ・予約先など

刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 瀬戸内市スポーツ協会の行事
　問瀬戸内市スポーツ協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　https://setouchi-taikyo.or.jp/

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問ダイバーシティ推進室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
③育児相談（乳幼児に関する相談）�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２４ - ８０６１
④離乳食講習会�
　【対象：生後４カ月以上の乳児の保護者（要予約・無料）、
　 定員：４～６カ月児８人、７・８カ月児６人、９～ 12 カ月児６人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９ - ２４ - ８０３１
⑤こころの健康相談�
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２４ - ８０３１
⑥精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）�
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑦子どもの健診�
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２４ - ８０６１
⑧窓口業務の時間延長（市民課、税務課等の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細は
　　お問い合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　 ・ 国保年金医療給付課　☎０８６９ - ２２ - １７９０
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
⑨マイナンバーカード申請・交付休日窓口
　※事前予約が必要です。
　 市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５

※①～⑨の日時は、左のカレンダーをご覧ください。

○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　予約不要・市役所開庁日に相談受付
　問消費生活センター　☎０８６９ - ２４ - ８０１１
○発達障害専門相談�
　要予約・相談日はお問い合わせください。
　問予にじいろスクエアせとうち　☎０８６９ - ２４ - ８８６２
○住宅増改築相談�
　【相談員：住宅相談員（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予建築住宅課　☎０８６９ - ２２- ２６４９

問予

12広報 せとうち No.2422025.    113

問予

人の動き《令和 6 年 12 月１日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３６，２２２人 （－　５） 男 １７，５９０人  （＋　５）

世帯 １６，３２３世帯 （＋１７） 女 １８，６３２人  （－１０）

１月 31 日（金）が納付期限の市税・保険料

市県民税【４期】　国民健康保険税・介護保険料【７期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

刀 美

　　「96 歳 セツの新聞ちぎり絵原画展」    （１月７日～３月９日）

休
館
日

休
館
日

　　テーマ展「進化する刀剣  － 1700 年の歴史－」
　　( 開催中〜２月 11 日）

刀

美

休
館
日

休
館
日

催
し
物

  

96
歳 

セ
ツ
の

              

新
聞
ち
ぎ
り
絵
原
画
展

　　
奈
良
県
在
住
の
新
聞
ち
ぎ
り
絵

作
家
・
木
村
セ
ツ
の
手
が
け
た
作

品
を
約
１
５
０
点
展
示
し
ま
す
。

　

90
歳
で
新
聞
ち
ぎ
り
絵
を
始

め
た
木
村
セ
ツ
は
、
食
べ
物
な
ど

日
常
に
あ
る
も
の
を
題
材
に
、
新

聞
か
ら
切
り
出
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

色
、
文
字
、
写
真
の
パ
ー
ツ
を
細

か
く
貼
り
合
わ
せ
て
作
品
を
制
作

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
観
察
眼
と
表
現
力
は
見
事

で
、
細
や
か
さ
、
鮮
や
か
さ
、
作

品
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
可
愛
ら
し
さ

が
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
展
は
岡
山
初
の
大
規
模
個
展

で
あ
り
、
こ
の
展
覧
会
の
た
め
に

制
作
さ
れ
た
、
瀬
戸
内
市
を
代 

表
す
る
特
産
品
を
題
材
に
し
た
新

作
も
初
公
開
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　

１
月
７
日
（
火
）

　
～
３
月
９
日
（
日
）

▽
観
覧
料　
一
般
５
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

▽
開
館
時
間

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時　

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日・

振
替
休
日
の
場
合
は
開
館
、
翌
日

休
館
）、
２
月
12
日
（
水
）

※
年
末
年
始
は
12
月
23
日
（
月
）

　
か
ら
１
月
６
日
（
月
）
ま
で
休

　
館
し
ま
す
。

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

木村セツ「エビフライ」（2023 年）

問

　8 月 15 日に満 100 歳を迎えた尾田良和さん（牛窓町
牛窓）のお祝い会が 26 日、入居している施設で開かれ、
武久顕也市長らが訪問しました。尾田さんは施設職員の
奏でるバンド演奏の中、家族とともにお祝い状を受け取
りました。
　尾田さんは幼少期、大阪へ奉公に出ていました。太平
洋戦争に招集され、戦後はおよそ半年間シベリアに抑留
されました。復員後は牛窓町役場に入庁し定年まで勤め、
退職後は収入役、助役を歴任。退任後は農業や趣味の活
動をして過ごしていたそうです。若いときから「細く長
く生きる」と宣言しており、そのことが長寿につながっ
たのかなと家族は話していました。
　船、釣り、カラオケや囲碁将棋など多趣味な尾田さん、
これからもますますお元気でお過ごしください。

ご家族、武久市長とともに記念撮影する尾田さん
ご家族（前列）、施設職員、武久市長（後列）とともに記念
撮影する廣田さん

まま  ちち  のの  話話  題題
そのほかの話題はこちらから ▶

（問）秘書広報課：☎０８６９- ２４- ７０９５

1 水  元日
2 木
3 金
4 土 体 瀬戸内市スポーツ協会ゴルフ大会　9：00　長船カントリークラブ

5 日

6 月  官公庁仕事始め
⑧窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

７ 火

８ 水 ⑦１歳６カ月児健診【対象：令和 5 年 6 月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

9 木 ⑤こころの健康相談　13：30 ～ 16：30　瀬戸内市役所
⑦２歳児健診【対象：令和４年９月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

10 金 ④離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：00　ゆめトピア長船
⑥精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　瀬戸内市役所

11 土

12 日

⑨マイナンバーカード申請・交付休日窓口　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
体 歩こう会　吉備津神社・吉備津彦神社コース　 8：29 発　邑久駅
体 瀬戸内市スポーツウェルネス吹矢大会
　9：00　B&G 海洋センターサブアリーナ
体 瀬戸内市冬季ソフトバレーボール大会　7：00　牛窓中学校体育館

13 月  成人の日
14 火

15 水 ⑦乳児健診（4 カ月児）【対象：令和 6 年 8 月生】
　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

16 木 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

17 金
18 土 体 令和６年度瀬戸内市新春ペタンク大会　8：00　円張釣堀公園

19 日
20 月
21 火

22 水 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
⑦３歳児健診【対象：令和 3 年 7 月生】　13：15 ～ 13：45　ゆめトピア長船

23 木

24 金 ①②行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　長船支所
④離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　10：00 ～ 11：00　ゆめトピア長船

25 土 第３回せとうちゼミナール　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

26 日
27 月
28 火 ③育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

29 水
30 木
31 金

休
館
日

休
館
日

休
館
日

刀

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

　8 月 19 日に満 100 歳を迎えた廣田富美子さん（牛窓
町長浜）のお祝いに、9 月 3 日、武久市長らが入居して
いる施設を訪問しました。廣田さんは家族とともにお祝
い状を受け取りました。
　岡山市で生まれ育ち、結婚を機に牛窓町に移り住み、
夫婦で商店を営んでいた廣田さん。旅行が趣味で、夫や
家族と日本全国を旅しました。米寿のお祝い旅行は、完
成したばかりの東京スカイツリーが見たいと家族７人で
東京に出かけ、築地で豪華な寿司を食べたのがいい思い
出と話していました。
　長寿の秘訣は「ストレスをためないこと」。
　廣田さん、これからもますますお元気でお過ごしくだ
さい。

いつまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い
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投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、住所、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・川柳・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所・日時、コメント、
市ホームページへの掲載可否などを記入
★応募方法
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
FAX・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
　　秘書広報課
〒 701 - 4292   瀬戸内市邑久町尾張 300 - １
☎０８６９ - ２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail：hiroba@city.setouchi.lg.jp

みんなみんな
のの
広場広場

文
芸
コ
ー
ナ
ー

（
敬
称
略
）

問応

押
し
よ
せ
る
ス
ト
レ
ス
退
治
芋
と
栗

久
安
佐
江
子
（
邑
久
町
北
島
）

年
の
瀬
に
年
寄
り
感
ず
心
新
た
に

川
野　
富
子
（
邑
久
町
尻
海
）

電
気
店
賑
は
い
増
す
や
冬
来
た
る

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
と
車
の
通
る
秋
の
昼

野
口　
慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

茶
の
花
の
真
盛
り
な
り
閑
か
な
り

後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

雲
高
く
行ゆ

き
あ
い合
の
空
冬
近
し

服
部　
文
枝
（
邑
久
町
大
窪
）

書
を
好
む
父
の
掛
軸
吊
る
し
あ
る

床
の
間
の
文
字
な
ぞ
り
て
も
み
る

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

年
毎
に
墓
参
の
道
の
険
し
け
れ

例
え
錦
秋
落
葉
踏
む
と
も

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

奥
山
の
淵
瀬
に
研と

が
る
秋
の
水

焰ほ
む
ら
滅
ぼ
せ
三さ
ん
せ
き尺
の
太
刀

桂
舟
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

新
し
い
年
に
向
か
っ
て
は
ば
た
く
よ

恋
と
希
望
と
青
春
が

大
倉　
　
衞
（
長
船
町
飯
井
）

　健康づくり推進課
☎０８６９ - ２４ - ８０３１
問

瀬戸内市の味瀬戸内市の味
■材料（２人分）

ＪＡ岡山女性部

キャベツの肉巻き

わが家の宝１歳です！わが家の宝１歳です！  

 TOMA
 令和５年 12月９日生まれ

 岩下 柊
とうま

真 ちゃん
　お住まい　邑久町

　ご両親からひとこと
クリクリお目々と巻き毛がチャーム

ポイント♡お姉ちゃんっ子のとうま

くん♪♫お姉ちゃんのお歌に合わせて

体を元気に動かすとうまくんはとっ

てもチャーミングです☆

これからもお姉ちゃんと仲良くして

素敵な男の子に成長してね！

キャベツは
瀬戸内市の特産物です

●キャベツ（２〜３枚）
●豚バラ肉（６枚）
●塩・こしょう（少々）
●小麦粉（少々）
●にんじん（1/4 個）
●パプリカ（1/4 個）
●サラダ油（適量）

●しょうゆ（大さじ１）
●酒（大さじ１）
●みりん（大さじ１）
●砂糖（大さじ１）
●すりおろしにんにく（少々）

■作り方
①キャベツは芯を除き、600W の電子レンジで１分半ほど加熱する。
②にんじん、パプリカはせん切りにし、600W の電子レンジで１分半ほど加熱する。
③キャベツを 1 ～２枚広げ、上ににんじん、パプリカをのせて巻く。
④豚肉を３枚並べ、塩・こしょう、小麦粉を軽く振り、③をのせて巻く。同様にも
　う１本作る。
⑤フライパンに油を熱し、巻き終わりを下にして入れて焼く。　を混ぜて加え、よ
　くからませる。

瀬戸内市民病院では、さまざまなテーマで健康教室を開催しています。

ぜひご参加ください。

人権啓発展示会人権啓発展示会
　邑久光明園友愛会では、１月 26 日（日）の「世界ハンセン病の日」
に合わせて、人権啓発展示会を開催します。
　邑久光明園内外の歴史からハンセン病問題に触れ、人権について
考えてみませんか？

▽ 日時　１月 23 日（木）～ 1 月 26 日（日）　午前９時～午後４時

▽ 観覧料　無料

▽ 場所　「道の駅」黒井山グリーンパーク　ゆうゆう交流館

　（公財）邑久光明園友愛会（邑久光明園福祉室内）
☎０８６９ - ２５ - １５７４

なるほど !!なるほど !! 健康教室健康教室

▽ 日時　１月 16 日（木）　午後２～３時

▽ 場所　瀬戸内市民病院

▽ テーマ　眠れなくて困っていませんか？～睡眠薬
　について～

▽ 講師　森一徳氏（薬剤師）

▽ 定員　20 人

▽ 参加費　無料

▽ 申込期限　１月 15 日（水）

　　瀬戸内市民病院　☎０８６９ - ２２ - １２３４問申

A 

★巻く野菜は、ごぼうなどに変えても

　おいしく作ることができます♪

A 

問

こみょたん

　　産業振興課　☎０８６９ - ２２ - ３９３４

■日時　１月 25 日（土）　　■定員　30 人程度
　午前９時 30 分～午後１時 30 分（集合：午前９時 15 分）
■集合場所　ゆめトピア長船駐車場（バスで各会場を回ります）
■内容
　①ワッカファーム農場（邑久町尻海）で収穫体験
　②Ｍ 's farm 農場（長船町福岡）で収穫体験
　③ゆめトピア長船で調理・試食
■参加費　2,000 円（高校生以下 1,000 円、未就学児無料）
■持ち物など　作業のできる服装、靴、軍手、エプロン、三角巾

自然栽培野菜の
けんちん汁づくり体験

　市内の生産現場の見学・収穫体験＆
試食会を開催します。畑で収穫体験し、
その材料でけんちん汁（うどん入り）
を作ります。生産者から直接お話を聞
いて、食材の大切さや農家の仕事につ
いて一緒に学びませんか？ 問申

食育体験学習

お土産付き




